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研究速報   肝 切除後の経過に及ぼす術前平均赤血球容積預J定の意義
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目的 i肝切除術はその手術手技の確立と術前肝予備

能の把握により,現 在では比較的安全に行われるよう

になった。 し かし各施設で行われている肝予備能検査

で十分切除可能と思われる症例でも術後に予期せぬ肝

不全に陥る場合がある。一方,慢 性肝疾患患者の末浦

血にしばしば大球性赤血球の出現を認めることは古く

から知られている1)。

そこで今回著者らは大球化を反映する平均赤血球容

積 (mean corpuscular volume,以下 MCV)に 注目

し,術 前 MCV値 と肝切除後肝不全の発症との関係に

ついて検討した.

対象と方法 :過去 6年 間に当科で右 2区域切除の施

された肝細胞癌症例26例における術前 MCV値 と術後

肝不全徴候出現との関係について検討した。なお肝不

全徴候 とは肝切除後総ビリルビン値が5.Ong/di以上

の黄疸,肝 性脳症による意識障害,難 治性腹水,消 化

管出血および DICの 出現を指標とした。また,術 後肝

不全群 (6例 )お よび非肝不全群 (20例)に おける術

前 I C G R 1 5 値( 1 3 . 1 6 ±6 . 8 3 , 1 4 . 0 7 ±7 . 5 5 ) , 門脈 圧

(19.8±5.5cmH20,19・ 3±3.9cmH20),術 中出血量

(2490±1564ml,2315±1506ml),手 術時間 (303.3±

29.3min,354.5±67.4min)お よび予後得点 (465土

12.7,34.3±15,4)に は差はなかった。

成績  :肝 細胞癌右 2区域切除例の術前 MCV値 を

みると,大 球性 (MCV≧ 100n)が 8例 ,正 球性 (83a≦

MCV≦ 99rl)が18例,小 球性 (MCV≦ 82n)が 0例 で

あった。MCV値 と一般肝機能検査との間に相関は認

めなかった。これらを術後肝不全群と非肝不全群に分

けると前者の MCV値 102.0±7.6nは後者の93.8±

6.3aに比べ有意に高値を示した。また,MCV値 が100
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Fig. Preoperative MCV value and hepatic failure
after right bisegmentectomy
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a以 上のものでは100n未満のものに比べ,術 後肝不全

に陥 りやすい傾向 (p<0.01,カ イニ乗検定)が認めら

れた (Fig,).

考察 :肝疾患に伴 う赤血球の形態変化については,

従来より報告されてきた。その変化は肝病変に伴 う脂

質をはじめとする代謝異常が赤血球の膜脂質組成を変

化させ生ずると考えられている力。そこであれわれは

赤血球の大球化が肝脂質代謝異常を反映し術後の肝微

小循環にも影響を及ぼすのではないかと考え,術 前

MCV値 と肝切除後の経過についてとくに右 2区 域切

除例で検討した。その結果,術 前 MCV値 が100a以上

を示した症例は,肝 切除後肝不全状態に陥りやすいと

の結果をえた。したがって,術 前 MCV値 の測定も肝

切除後の予後を知るうえで有用な指標になるのではな

いかと考えられた。
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